
テーマ：外部連携による取り組み

ＢＣＰ策定のきっかけ

ＢＣＰ策定時の課題と解決方法

策定した内容

ＢＣＰ策定後の効果

⚫ 同組合は卸団地開設前の1973年に設立。同組合
は有田の陶磁器専門店を中心にショッピング
モール「アリタセラ」を運営。

⚫ 毎年数回台風が通過し、風害や一時的な豪雨被
害が想定されたため、佐賀県中小企業団体中央
会主催のBCP関連セミナーや説明会へ参加。これ
をきっかけに、組合員等の28者と連携した事業
継続力強化計画の策定を検討。

⚫ なお、年数回有田焼陶器市や茶わん祭り等のイ
ベントを行っており、県外からの来店客が多い
ため、新型コロナウイルスの対応も含めた計画
とした。

⚫ 連携事業者が多く、被災時の被害情報を迅速・
的確に把握する方法に課題。このため、人や建
物・設備への被害など、被害全体を1枚で把握で
きるよう「被害状況チェックシート」を作成。
被災時は各連携事業者が作成し、組合事務局が
集約し、その後連携事業者へ共有することで、
被害全容を把握できる体制を整備。

⚫ 組合幹部や連携事業者代表のほか、従業員が200
名以上いるため、内容の浸透が課題。このため、
毎週月曜日開催の社長会にて連携事業者間の取
組内容の調整や意見交換、情報交換、協力体制
の確認を実施。また、社長会実施後は各連携事
業者へメールで情報共有し、さらに従業員へ転
送することで周知につなげている。

⚫ 災害に備え、資機材を備蓄・管理するよう「備
蓄品リスト」を作成。組合事務局・連携事業者
で管理を分担。
＜備品リスト例＞
組合事務局：モバイルバッテリー、懐中電
灯、カセットコンロ、使い捨てカイロ等

連携事業者：懐中電灯、飲料水等
⚫ 災害もしくは感染症報告があった場合の指揮命

令体制、対策会議の体制、従業員連絡網（携帯
電話番号、メールアドレス）を整備。

⚫ PCに保存する重要情報を別付けのハードディス
クにバックアップし、さらに定期的にクラウド
上にデータをバックアップ。

⚫ 被災時・被災後の復旧等の際には、連携事業者
間で相互に人員の融通を行う。

⚫ 連携事業者間で年2回消防訓練を行い、災害発生
時の対応を従業員まで浸透。

⚫ 組合事務局にて感染症対策ガイドライン（予防
策、感染者発症時の対応等）を作成し、連携事
業者間で共有。

⚫ 情報共有体制を整備し、その内容の浸透を図った
ことから、各連携事業者の防災意識が高まった。
また、連携事業者単独の計画策定にも繋がった。

⚫ 殆どの連携事業者は、全国各地への有田焼供給の
役割を担っているため、災害時の代替輸送ルート
の確保について物流業者と協議中。より運用に即
した計画になるよう見直しを行っている。

有田焼ショッピングモール「アリタセラ」

有田焼「匠の蔵」シリーズ「SAKEGLASS」
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⚫ 連携する事業者や従業員が多いため、「被害状況チェックシート」や
「備蓄品リスト」によって情報共有・管理を実施

⚫ 感染症対策ガイドラインを作成し、連携事業者間で共有

ポイント

タイトル：被害状況チェックシートや
備蓄品リストによる共有

台 風 水 害



【組合概要】
組合名：有田焼卸団地協同組合
所 在：佐賀県西松浦郡有田町赤坂丙2351-170
出資金：2,112万円
従業員数： 4名
業 種：協同組合
組合ＨＰ：https://www.arita.gr.jp/history/

・連携事業継続力強化計画
・佐賀県中小企業団体中央会の
中小企業ＢＣＰ策定支援事業

・(独)中小企業基盤整備機構の
専門家派遣事業

活用施策

被害状況チェックシート備蓄品リスト
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